
第１回琴浦町地方創生推進会議 
 
日時：4 月 21 日（火） 

19：00～20：30（予定） 
場所：役場本庁舎防災会議室 

 
１. 開 会 

 
２. あいさつ 

 
 

３. 委員（事務局）紹介 
 
 

４. 会長、副会長選出 
  会 長（町長指名） 

副会長（委員互選） 
 

５. 地方創生の取組について 
① まち・ひと・しごと創生の基本的考え方  ・・・資料 1 
② 琴浦町地方創生推進会議の役割      ・・・資料 2 
③ 琴浦町地方創生推進体制         ・・・資料 3 
④ 琴浦町人口ビジョン・総合戦略スケジュール・・・資料 4 
⑤ 取組の状況               ・・・資料 5 

琴浦町人口推計 
琴浦町人口ビジョン・総合戦略全体像（4.1 現在） 
アンケート実施、ＨＰ等への意見箱設置 

⑥ 参考（コトウライフ事業一覧表、人口動態） ・・・資料 6 
 

６. その他 
次回会議日程    月  日（ ）  時～  時 
    場所  役場本庁舎防災会議室 
    内容  人口ビジョン、総合戦略骨子案協議 
 

７. 閉 会 



  
琴浦町地方創生推進会議 委員名簿 

任期：H27.4.21～H29.3.31 
組織または団体名 氏 名 

琴浦町観光協会 杉山 佳奈 
山陰合同銀行 黒田 明宏 

鳥取銀行 金尾 保彦 
琴浦町商工会 米原 洋一 
JA 鳥取中央農業協同組合 福山 昭 

大山乳業農業協同組合 亀田 進一 
赤碕町漁業協同組合 林原 秀子 
琴浦町区長会（東伯地区） 桑本 賢治 

琴浦町区長会（赤碕地区） 和田 實 
琴浦町女性団体連絡協議会 光本 みゑ子 
琴浦町 PTA 連合協議会 前田 良二 

     〃 井東 千恵子 
琴浦町保育園保護者会連合会 朝倉 俊之 
     〃 田栗 恵子 

琴浦町社会福祉協議会 吉田 美由紀 
鳥取大学 小野 達也 
琴の浦高等特別支援学校 中谷 由美 

新日本海新聞社 佐伯 健二 
琴浦まちづくりネットワーク 四門 隆 
     〃 山本 伊都子 

琴浦町農業青年会議 真山 健太郎 
琴浦町手をつなぐ育成会 安谷 潔美 
琴浦町青年団 川本 倫枝 

連合鳥取中部地域協議会 信組 昌孝 
 
鳥取県琴浦町担当市町村コンシェルジュ 
（中部総合事務所農林局副局長） 米田 和晃 

事

務

局           

事務局長 小松 弘明 

琴浦町地方創生推進室 
室 長 遠藤 義章 
主 査 山根 利恵 
係 長 佐藤 陽一 
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地方創生及び公共施設に関するアンケート 

あなたの声をお聴かせください  

 

アンケート調査のご協力のお願い 

町民の皆さまには、日頃から町政全般にわたり、ご理解とご協力をいただき誠にありがと

うございます。 

平成 25 年 3 月に国立社会保障・人口問題研究所がまとめた将来推計によれば、2040

年には日本の人口は約 16％減少、琴浦町においては約 32％減少し、12,702 人になると予

想されています。 

これを受け、国では平成 26 年度に「まち・ひと・しごと創生本部」が設置され、人口減少の

克服と地域活性化による地方創生を目的とした総合戦略が策定されました。 

本町においても、人口減少・地方創生対策を盛り込んだ琴浦町版総合戦略を本年度中

に策定することとしています。 

また現在、全国の自治体で 1970 年代に建設された公共施設等が大量に更新時期を迎

え、人口減少社会を背景に、公共施設等の需要が変化することが予想されています。その

中で、本町でも長期的視点で公共施設の更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行い、最

適な配置を実現するための公共施設等総合管理計画の策定も予定しています。 

そこで、総合戦略及び公共施設等管理計画を策定する上で、その方向性を検討するに

あたって参考とさせていただくため、町内にお住まいの 18 歳以上の方 2,500 人を対象とし

てアンケートを実施することとなり、このたび年齢・性別・地域別に対象者を抽出したところ、

あなたにアンケート調査をお願いすることとなりました。 

調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

平成２７年４月 

琴浦町長 山 下 一 郎 

 

 

記 入 方 法 に つ い て 

１． このアンケートは、ご本人による記入が難しい場合を除き、お送りした宛名の 

方がご自身で記入してください。（お名前を書いていただく必要はありません） 

２． 回答は、○印をつけていただくものと、記述するものがあります。 

３． 記入が終わりましたら、同封の返信用封筒にこのアンケート調査票を入れて、 

５月１５日（金）までに郵便ポストに投函してください。（切手は不要です。） 

※ この調査は、統計的な処理が目的であり、調査の目的以外には一切使用いたしません 

ので、ご回答いただいた方にご迷惑をおかけすることはありません。 

 

【 問 合 せ 先 】   ○地方創生に関するアンケート 

                琴浦町役場 企画情報課  山根、佐藤    電話：５２‐１７０８ 

○公共施設に関するアンケート 

                琴浦町役場 総 務 課  山田（明）、高多  電話：５２‐２１１１ 
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地方創生に関する町民アンケート資料 

琴浦町における将来人口推計について 

（１）琴浦町の総人口 

 国立社会保障・人口問題研究所の人口推計によれば、琴浦町の人口は、２０４０年には 

１２，７０２人（2010 年比 68.5％）、２０６０年には 1 万人を割り９，２９７人（2010 年比

50.1％）と現人口の半分になると予想されます。 

 
                                        出典：国立社会保障・人口問題研究所推計より 

 

（２）年齢３区分別人口の割合 

 年少人口及び生産年齢人口の割合は年々減少する一方、老年人口の割合は増加していき、

２０６０年には、１０人に４人の割合で 65 歳以上であることが予想されています。 

 
                                        出典：国立社会保障・人口問題研究所推計より 

 これらの推計を踏まえ、琴浦町では、人口減少、少子化、地域活性化対策を盛込んだ総合戦

略を平成２７年度中に策定します。 
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以下の問いについて、該当する記号に○をしてください。（設問によっては複数回答有り）

該当するものがない場合は、その他欄に自由に記載してください。

あなた自身について

① 性別をお答えください。

②

ア イ ウ エ オ

カ キ ク ケ コ

サ シ

　

③ お住まいの地域をお答えください。

ア 八橋地区 イ 浦安地区 ウ 下郷地区 エ 上郷地区 オ 古布庄地区

カ 赤碕地区 キ 成美地区 ク 安田地区 ケ 以西地区

④ 職業をお答えください。

ア 有職（正規職員） イ 有職（非正規職員） ウ 農業 エ 自営業

オ 現在は働いていない カ 学生 キ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

⑤ お子さんはおられますか。

→ ア イ ウ エ

人口減少についての意識について

⑥

ア

イ

　　いる

　　いない

４人以上１人 ２人 ３人人数は

【問２】

琴浦町の人口は現在18,315人（2015年3月末）ですが、2040年には12,702人に減少すると国立社
会保障・人口問題研究所の推計結果が公表されています。
あなたはこの推計結果を知っていましたか。

ア 知っている

イ なんとなく聞いたことがある

ウ 知らなかった

地方創生に関する町民アンケート

【問１】

ア 　　男性

イ 　　女性

70歳以上

年齢をお答えください。

50～54歳 55～59歳 60～64歳

65～69歳

20歳未満 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

40～44歳 45～49歳
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⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

ア 国や地方が税収減となり、行政サービスが低下する

イ 年金の減額、社会保険料や医療費の増額など、社会保障にかかる個人の負担増

ウ 地域を支える担い手の不足や地域活力の低下

ウ 人口減少はやむを得ないが、なるべく減少に歯止めをかけるべき

エ

キ 地域の伝統や文化の喪失

ク スポーツ、文化、娯楽などの余暇を楽しむ機会の減少

ケ それほど影響はない

エ
農山村の魅力づくりや福祉の充実など、人口減少社会の中でも安心して暮らせる地
域を目指す取り組み

オ
介護や認知症予防など、高齢者への施策の充実で安心して暮らせる地域を目指す取
り組み

カ 地域を担う子どもの教育環境の整備とふるさとを慕う気持ちの醸成を目指す取り組み

キ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※1　社会減・・・ある地域の人口が、他地域への転出によって生じる減少。転入と転出の差が
　　　マイナスとなる場合。

前の設問⑩で選んだもののうち、あなたが特に影響が大きいと考えること及び不安に感じることに
ついて、ア～コの中から1つ選んでください。

回答欄

イ 人口減少は望ましくなく、現在程度の人口維持を目指すべき

琴浦町の人口減少が進行していった場合に生じる社会への影響について、あなたが影響が大
きいと考えること及び不安に感じることを、次のうちから3つ以内で選んでください。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

琴浦町の人口が減少していくことについて、あなたの考えに最も近いものを1つ選んでください。

ア 人口減少は望ましくなく、現在より増加するよう努力すべき

人口減少はやむを得ない

オ

過疎化の進行による土地の荒廃

オ 労働力人口の減少などによる地域産業の衰退

カ 人口減少による消費減などで、商店などのにぎわいが喪失

イ
転出等による社会減（※1）を減少させるための、移住促進や定住・Ｕターンなどの取り
組み

ウ
子育て支援やワーク・ライフ・バランス等の充実により、結婚・出産・子育ての希望をか
なえる取り組み

エ

コ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

前の設問⑧で選んだもののうち、あなたが特に影響が大きいと考えること及び不安に感じることに
ついて、ア～コの中から1つ選んでください。

回答欄

人口減少を克服し、活力ある社会を目指して、琴浦町が今後取り組むべきことについて、最も
重視すべきことは何だと思いますか。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 産業を振興し、雇用を拡大させて、経済を活性化させる取り組み
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人口減少対策の具体的取り組みについて

⑫

⑬

⑭

ウ 正規雇用の拡大や雇用のミスマッチ解消

エ 6次産業化（※2）・ブランド化などによる農林水産業の振興

オ 女性管理職の登用拡大や職域拡大など女性の活躍促進

【問３】

地域経済の活性化を行う際に、どのような取り組みに力を入れるべきと考えますか。次の中か
ら3つ以内で選んでください。

ア 企業誘致、起業しやすい環境の整備などによる新規産業の創出

イ 生産性向上や商圏拡大の支援などによる商工業の振興

ケ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

転出等による社会減への対策を行う際に、どのような取り組みに力を入れるべきと考えます
か。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 移住者、Ｕターン者の増加に向けた情報発信やサポート体制の充実

イ 正規雇用の拡大や雇用のミスマッチ解消

※2　6次産業・・・農林水産業（第1次産業）、食品加工（第2次産業）、流通販売・情報サービス
　　　（第3次産業）を一体化した新たな食農ビジネスの取り組み。

カ 自然など本町の素材を生かした観光産業の振興

キ 学校、企業等と連携したキャリア教育の推進など若者の人材育成

ク 産業振興につながる道路等の整備及びインターネット環境等の社会基盤の整備

カ ショッピングモールや娯楽施設の誘致などによる地域のにぎわいづくり

キ ふるさとへの誇りと愛着の醸成等により出身者のＵターンを目指す取り組み

ク その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

イ 若い世代の経済的安定

ウ 起業など若者がチャレンジしやすい環境の整備

エ 若者による地域の魅力づくりの支援

オ 道路等や下水道など生活環境の整備や公共交通機関の充実

サ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

結婚・出産・子育ての希望をかなえ少子化に歯止めをかけるため、どのような取り組みに力を
入れるべきと考えますか。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 結婚につながる出会いの機会創出

ウ 仕事と家庭の両立（ワーク・ライフ・バランス等）による働き方の見直し

エ
育児休業の取得や再就職支援など妊娠・出産しても安心して働き続けられる職場環
境の整備

幼児教育や少人数学級などによる教育環境の整備

ケ 病児・病後児保育、一時・休日保育、放課後児童クラブ等の保育環境の充実

コ 生命の大切さ、家庭の大切さといった価値観の醸成

オ 妊娠・出産・子育てに関する相談体制や医療体制の整備

カ
保育料軽減や進学のための奨学金制度の充実などによる子育て・教育における経済
的な負担の軽減

キ 多子世帯に対する支援の充実

ク

- 19 -



⑮

⑯

⑰

⑱

子どもと高齢者の交流などによる異世代間の交流

イ 体験活動や多くの人との交流により、豊かな人間性を育む取り組み

イ 高齢者の社会活動への参加促進

ウ
買い物・通院等が不便・困難な地域へのサービスなど地域生活における生活上の不
便を解消する施策の充実

地域を担い、ふるさとを慕う子どもの育成に関する取り組みを行う際に、どのようなことに力を
入れるべきと考えますか。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 個々の学力・能力を高める教育の充実

キ 町営バスの維持など公共交通網の整備

キ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ウ 地域を教材とした学習により、ふるさとの魅力を知り、愛着を育む取り組み

エ 保育園から小中学校を通じた、仲間との絆を育てる取り組み

オ 地域ぐるみで子どもを育て、見守る環境づくり

カ 子どもが安全に遊べる公園や防犯体制の整備

人口減少社会の中でも安心して暮らせる地域づくりを行う際に、どのような取り組みに力を入
れるべきと考えますか。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 自治会や地域の活動の活性化などの地域のつながり、顔の見える社会の創出

イ

カ スポーツ、文化芸術に触れる機会の充実及び活動の促進

キ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

エ 地域と都市住民、大学生との交流

オ 女性が生き生きと活躍できる場の創出

カ 空き家の撤去、住宅の耐震化など安心して暮らせる居住環境の整備

ク その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

高齢者や若者など地域住民の社会活動の参加増

地域の活性化、にぎわいの創出を目指した取り組みを行う際に、どのような取り組みに力を入
れるべきと考えますか。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 駅前や国道9号周辺などの活性化

ウ 地域の防災、防犯、治安の向上に向けた住民同士のネットワークづくり

エ 女性が能力を生かし、活躍できる社会づくり

オ 廃校舎、公民館などの施設を利用した小さな拠点（※3）づくり

※3　小さな拠点・・・小学校区など複数の集落が集まる地域において、日常生活に不可欠な
　　　施設や地域活動を行う場を集約し（小さな拠点）、各集落をコミュニティバスなどで結ぶ
　　　ことで持続可能な集落地域づくりを目指す取り組み。

※4　健康寿命・・・日常的に介護を必要としないで、自立した生活ができる生存期間のこと。

イ 観光資源など地域資源を生かしたまちづくり

ウ

高齢者への施策の充実等による安心して暮らせる地域づくりを行う際に、どのような取り組み
に力を入れるべきと考えますか。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 介護予防や認知症予防など、健康寿命（※4）の向上を目指す取り組み

エ 介護を必要とする高齢者への施策の充実

オ 介護施設等の増設

カ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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琴浦町の将来展望や新たなニーズについて

⑲ 琴浦町の自慢を1つ挙げるとしたら何だと思いますか。

〈自由記載欄〉 （豊かな自然、牛乳、グルメ、子育てしやすい町・・・など）

⑳ その他に、琴浦町の魅力として今後、新たに広く町外にPRしていくべきものは何だと思いますか。

〈自由記載欄〉

◎ その他、琴浦町のこれからのまちづくりについて、ご意見等がありましたらお聞かせください。

〈自由記載欄〉

ご協力ありがとうございました。

【問４】
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なぜ、公共施設等総合管理計画が必要なのか？ 

現在、全国の自治体で 1970 年代に建設された公共施設等の多くが更新時期を迎えています。琴浦町も同様の問題を抱えてお
り、人口の減少も進んでいく中で、今後、公共施設等の需要（活用方法や利用者数）の変化が予想されます。 

琴浦町としても、長期的視点で公共施設の更新・複合化（*1）・統廃合などを計画的に行い、将来的に運営可能な公共施設
の配置により、安定した公共サービスの提供を実現していくことが必要となります。 

そこで、公共施設等総合管理計画が必要とされる「3 つのポイント」を紹介します。 
*1：複合化:一つの建物に複数の施設（学校・公民館・集会施設など）を併設すること。 

 
ポイント１  琴浦町の人口は、2040 年までに約 28％減少することが推測されています！ 

 
 
ポイント２  琴浦町の公共施設のうち、約 75％が建築後 20 年を経過しています！ 

 
ポイント３  このままでは、公共施設の 更新費用は膨大になります！ 

 
人口減少を迎える将来に、安定した公共サービス維持し、将来の世代に負担を引き継がないためには、 

現在所有する全ての公共施設を維持することは困難です。 
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公共施設建築件数及び更新件数・更新費用 更新費用 建設件数 更新件数

琴浦町の人口は 25 年後の 2040 年には、5,827 人
減の 12,702 人となると推計されています。 

人口が減少する中において、どのように公共施設を
管理し、安定した公共サービスを提供していくかが今
後の大きな課題となります。 

〔国立社会保障・人口問題研究所推計〕 

琴浦町が所有する公共施設は 179 施設あります。約 135 施設が建築後 20 年経過しており更新が必要な時期が迫っています。 

現在の公共施設をこのまま維持すると、更新費用は今後ピークを迎え、2030 年代には約 45 億 6,500 万円の経費が必要となります。 

老朽化する公共施設
を現状のまま維持する
には多額の費用が必
要となります。 

人口減少を迎える中
で、町民 1 人あたりの
維持・更新費用負担
額が増加します。 

人口減少が進む中、
公共施設の利用需要
が減少することが予想
されます。 

公共施設等総合管理
計画を作成し、「適切」
な公共施設の管理運
営を図ります。 
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琴浦町の公共施設 

公共施設とは、道路や公園、上下水道をはじめ、学校、図書館等の公共事業によって整備された施設です。 

琴浦町では、道路や公園、上下水道などを除いた施設（建物）は下記のとおりです。
施設分類 施設数 主な対象施設

庁舎・拠点施設 4
役場本庁舎、保健センター、役場分庁舎（赤碕地域コミュニティセンター）、まなびタウ
ンとうはく

地区公民館 9 地区公民館（八橋、浦安、下郷、上郷、古布庄、赤碕、成美、安田、以西）

学校施設 8 小学校（八橋、浦安、聖郷、赤碕、船上）、中学校（東伯、赤碕）、学校給食センター

保育園・こども園 7 保育園（釛、琴浦、成美、安田、以西）、こども園（やばせ、しらとり）

ホール施設 1 カウベルホール

町営住宅・住宅集会所 47
下伊勢、一里松、いなり、八橋、上伊勢、槻下、浦安、八幡、南荒神、船望台、みど
り、松ケ丘、きらり、成美、上野、出上、駅前、城山、東山、桜ヶ丘、コーポラスことう
ら、とうはくハイツ

葬祭施設 1 琴浦斎場

消防･防災施設 21
消防センター（第1～10分団）、防災備蓄倉庫（八橋、成美）、除雪車倉庫（平田ケ
平、松ケ丘）、水防倉庫

文化センター 2 文化センター（東伯、赤碕）

福祉施設 5
在宅介護支援センター、いきいき健康センター、赤碕高齢者憩いの家、琴浦町老人
ふれあい工房、八橋ふれあいセンター

観光・宿泊施設 5
一向平施設、船上山施設、ポート赤碕物産館、日韓友好資料館・物産館、物産館こ
とうら、平岩記念会館

体育館・武道館 6
東伯総合体育館、赤碕農業者トレーニングセンター、東伯勤労者体育センター、赤碕
勤労者体育センター、東伯武道館、赤碕武道館

野球場 2 東伯総合公園、赤碕総合運動公園

公園施設（休憩所・トイレ） 11
いなり公園、八橋公園、徳万公園、逢束海岸ふれあい広場、荒神公園、きらり公園、
水辺公園、八橋農村公園、逢束農村公園、大父木地親水公園、聖郷運動広場

集会施設 14

赤碕ふれあい交流会館、多目的研修集会施設（竹内、宮木、大熊、大父、大父木
地、平田ケ平、国実）、上中村構造改善センター、倉坂地区活性化施設、倉坂多目
的集会所、山川農業構造改善センター、琴浦町漁村センター、伊勢崎地区コミュニ
ティ施設

その他施設 36

旧保育園（3ヶ所）、旧小学校（3ヶ所）、赤碕学校給食センター、野田集会所、旧船上
山出張所、旧出上駐在所、旧商工会赤碕会館、鳥取中央有線放送、旧中井旅館、
三本杉ふるさと分校、お試し住宅、無盡庵、多世代交流施設、下伊勢大型共同作業
場、松谷農機具格納庫、出上農機具保管施設、出上共同出荷所、下伊勢第１共同
作業所、下伊勢第2共同作業所、下伊勢農機具保管施設、野菜共同出荷所、下伊
勢畜産団地、下伊勢農機具保管施設、下伊勢淡水魚養殖施設、下伊勢共同加工施
設

179  
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（１）

（２）

〈回答欄〉

〈回答欄〉 （ア～ウのいずれかに○をしてください）

Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ　　　Ｅ

集会所・ホール

文化センター

野球場

体育館・武道館

ア

イ

ウ 知らなかった

なんとなく聞いたことがある

知っている

公共施設に関する町民アンケート

　あなたの公共施設の利用状況についてお聞きします。

【問１】

下記回答欄の公共施設の利用頻度について、ア～オの中から当てはまるものを選び○を
つけてお答えください。

【問２】

　日本では、高度経済成長と人口増加の中でたくさんの公共施設が整備されました。それから数十年経
過した現在、これらの公共施設の老朽化が進み、次々に建替えなどの更新が必要な時期が迫ってきてい
ます。　しかし、現在の日本は人口減少が進み、少子高齢化や景気の低迷により自治体の財政状況も
悪化しており、今後の対応が全国の多くの自治体で課題となっています。

「公共施設の更新問題」とは？

　「公共施設の更新問題」についてご存知ですか。次のア～ウの中から当てはまるものを選び、
○を付けてお答えください。

ア　　　イ　　　ウ　　　エ　　　オ Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ　　　Ｅ地区公民館

（１）で「オ　利用していない」と答えた施設について、Ａ～Ｅの中から当てはまるものを選
び、下記回答欄に○をつけてお答えください。

（１）利用頻度 （２）利用しない理由

ア　　　イ　　　ウ　　　エ　　　オ Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ　　　Ｅ

ア　　　イ　　　ウ　　　エ　　　オ Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ　　　Ｅ

ア　　　イ　　　ウ　　　エ　　　オ Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ　　　Ｅ

ア　　　イ　　　ウ　　　エ　　　オ

　　　　　　　　　　設問

　公共施設

利
用
し
て
い
な
い

年
に
数
回
利
用
し
て
い
る

月
に
数
回
利
用
し
て
い
る

週
に
数
回
利
用
し
て
い
る

ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
て
い
る

利
用
す
る
機
会

（
必
要

）
が
な

い サ
ー
ビ
ス
内
容
が
分
か
ら
な
い

設
備

、
利
用
料
な
ど
に
不
満
が

あ
る

ア　　　イ　　　ウ　　　エ　　　オ Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ　　　Ｅ

立
地
条
件
が
悪
い

琴
浦
町
外
の
施
設
を
利
用
し
て

い
る
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〈回答欄〉

〈回答欄〉（複数回答可）

回答欄

野球場 ア　　　イ　　　ウ 保育園 ア　　　イ　　　ウ

集会所・ホール ア　　　イ　　　ウ 学校給食センター ア　　　イ　　　ウ

地区公民館 ア　　　イ　　　ウ 文化センター ア　　　イ　　　ウ

体育館・武道館 ア　　　イ　　　ウ 琴浦斎場 ア　　　イ　　　ウ

【問６】

ウ

公共施設の統廃合を積極的に進めていくべき

民間にできることは民間に任せ、必要に応じて施設の売却や運営の民間委託を行うべき

一部の人や集落しか利用しない施設は譲渡･売却などを進めるべき

エ
壊れてから修繕するのではなく、長期的な計画を立てて、定期的にメンテナンスを行うべ
き（長寿命化の推進）

【問５】

　各公共施設の今後の所有･運営方法としてどうすればよいか、次のア～ウの中から当てはま
るものを選び、○をつけてお選びください。

施設 所有･運営方法 施設 所有･運営方法

　ア　町が所有･運営すべき　　イ　建物は町が所有し、運営は民間・地元集落などに任せるべき

　ウ　所有･運営とも民間・地元集落などで行うべき

複数の機能をひとつの施設に集約するべき（複合化）

現在の公共施設を維持するため、借金をして更新すべき

近隣の町との共同運営も検討するべき

オ

キ

カ

【問４】

　今後の公共施設のあり方について、次の中からあなたの考えに当てはまるものがあれば、○
をつけてお答えください（複数回答可）。

ア

イ

イ どちらかといえば賛成である

オ 反対である

ウ どちらともいえない

エ どちらかといえば反対である

　琴浦町には現在約１８０の公共施設があり、その中には昭和４０年代、５０年代に建設された
ものも少なくありません。「公共施設の更新問題」は近い将来、本町にも訪れます。
　多くの公共施設の安全性を確保し、今後の住民ニーズに対応した公共サービスを維持・向上
させていくためには、施設の複合化（*1）や統廃合を進めなくてはなりません。この動きを今後、
積極的に進めていくことについて次のア～オの中から当てはまるものを選び、○をつけてお答
えください。
　（*1）複合化：一つの施設に複数施設（保育園・学校・公民館・集会施設等）を併設すること。

【問３】

ア 賛成である
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（１）

〈回答欄〉

（２）

〈回答欄〉

〈回答欄〉

9地区公民館

3集会所・ホール

ア　　　イ　　　ウ

ア　　　イ　　　ウ

図書館 2 ア　　　イ　　　ウ

体育館 14

古布庄、上郷、下郷、浦安、八橋、赤碕、成美、
安田、以西

まなびタウンとうはく、赤碕地域コミュニティセン
ター

まなびタウンとうはく、赤碕地域コミュニティセン
ター、カウベルホール

東伯運動公園、赤碕運動公園

東伯武道館、赤碕武道館

東伯総合体育館、赤碕農業者トレーニングセンター、東伯勤
労者体育センター、赤碕勤労者体育センター、各小中学校
（廃校含む）

2

2

ア　　　イ　　　ウ

野球場

武道館

ア　　　イ　　　ウ

【問７】

　現在、琴浦町に整備されていない施設で、公共施設として今後あった方がよいものがあれば
お答えください（記入方式）。

　各公共施設の配置について、ご意見があればご記入ください。

文化センター

ア　　　イ　　　ウ

2 ア　　　イ　　　ウ東伯、赤碕

配置数 配置数施設

　各公共施設の配置数について、次のア～オの中から当てはまるものを選び、下の解答欄
に○をつけてお答えください。

　ア　配置数を増やすべき　　　イ　配置数は現状どおりでよい　　　ウ　配置数を減らすべき

内訳
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あなたの声をお聴かせください 

琴浦町まち・ひと・しごと創⽣総合戦略について 

琴浦町の⼈⼝は、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所によると、2040 年には 12,000

⼈台となり、2060 年には 10,000 ⼈を割り込むと推測されています。 

⼈⼝減少に⻭⽌めをかけることは喫緊の課題であり、琴浦町では、⼈⼝減少対策と
地域の活⼒向上に向けた「琴浦町まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」（今後 5 ヵ年の計
画）を策定することとしています。この取り組みを⾏うにあたり、広く町⺠の皆様のご意⾒
をお聞きし、必要な施策を実施することが必要となります。 

琴浦町の⼈⼝減少に⻭⽌めをかけるために、また⼈⼝減少社会において地域の活⼒
を維持し、元気なまちづくりを推進していくために、総合戦略等へ盛り組むべき施策等につ
いて、皆様のご意⾒をお聴かせください。 

 

１． ご意⾒を伺うテーマ        

１  コトウラで育む  地域の宝である⼦どもたちを産み育てやすいまちづくり 
２  コトウラで創る  安定した就労環境の整備と魅⼒あるしごとづくり 
３  コトウラで輝く  ふるさとの魅⼒を誇り、⽣き⽣きと輝くひとづくり 
４  コトウラに根づく  だれもが健康で⼼豊かに暮らせるまちづくり 

 

２． 提出⽅法  別紙「琴浦町まち・ひと・しごと創⽣総合戦略へ盛り込むべき意⾒      
書」により、郵送・ファックス・持参、またはメールでお知らせください。 

 

３． 問合せ先  琴浦町地⽅創⽣推進室（琴浦町役場企画情報課内） 

         住所 〒⿃取県東伯郡琴浦町徳万 591 番地 2 

         電話  （0858）52‐1708 

         ファックス（0858）49‐0000 

         メールアドレス  sousei@town.kotoura.tottori.jp 
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琴浦町まち・ひと・しごと創生総合戦略に盛り込むべき意見書 

テーマ 重 要 項 目 ご意見 

コトウラで育む 

地域の宝である子ど

もたちを産み育てや

すいまちづくり 

・出会いと結婚の希望をかなえる 
・子どもを産み育てやすいまちづくりの実現

・子どもの能力を伸ばす学校教育の充実 
・ふるさとを支えるひとづくり 

 

コトウラで創る 

安定した就労環境の

整備と魅力あるしご

とづくり 

・自然の恵みからなる一次産業の振興 
・地元産業の発展 
・魅力あるしごとの創出 

 

コトウラで輝く 

ふるさとの魅力を誇

り、生き生きと輝くひ

とづくり 

・豊かな自然と文化を生かした観光振興 
・女性が輝き、活力を生むまち 
・協働によるまちづくり 

 

コトウラに根づく 

だれもが健康で心豊

かに暮らせるまちづ

くり 

・若者のＩＪＵターン支援 
・退職世代の移住・定住の希望の実現 
・安心・安全で暮らせるまちづくり 

 

 
その他自由記載 

テーマ 重 要 項 目 ご意見 
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H
2
6
進

捗
状

況
（

4
月

～
3
月

最
終

）

実
施
時
期

実
施
内
容

成
果

課
題

課
題

に
対

す
る

対
応

方
針

1
男

女
共

同
参

画
推

進
事

業
社
会

教
育

課

各
地

区
公

民
館

と
連

携
し

て
の

男
女

共
同

参
画

講
演

会
、

男
女

共
同

参
画

推
進

会
議

補
助

、
女

性
団

体
連

絡
協

議
会

へ
の

男
女

共
同

参
画

啓
発

事
業

委
託

等
を

行
う

。

6月
13

日

6月 2月
1・

8日

男
女
共
同
参
画
講
演
会
開
催
。
内
容
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

／
ラ
イ
ツ
啓
発
。
参
加
者
12

0名
。

男
女
共
同
参
画
啓
発
TC

C企
画
番
組
の
放
送
、
町
報
記
事
掲
載
等
に
よ
る

男
女
共
同
参
画
週
間
啓
発
を
実
施
。

男
女
共
同
参
画
啓
発
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
赤
碕
・
安
田
・
成
美
・
以
西

の
各
地
区
公
民
館
祭
で
開
催
。
参
加
者
65

0名
。

講
演

会
・

ミ
ニ

コ
ン

サ
ー

ト
共

に
多

数
の

参
加

を
得

て
実

施
で

き
、

一
定

の
啓

発
効

果
が

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。

こ
れ

ま
で

数
年

間
に

渡
っ

て
講

演
会

を
主

軸
と

し
た

啓
発

を
行

っ
て

来
て

い
る

が
、

固
定

的
役

割
分

担
意

識
の

解
消

を
進

め
て

行
く

た
め

に
も

、
よ

り
幅

広
い

、
人

の
意

識
に

よ
り

残
る

啓
発

活
動

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

T
C
C
、

各
小

学
校

な
ど

関
係

機
関

と
連

携
し

て
の

啓
発

活
動

を
検

討
し

て
い

く
。

2
男

女
共

同
参

画
審

議
会

運
営

費
企
画

情
報

課

行
政

推
進

会
議

に
て

プ
ラ

ン
推

進
の

た
め

の
取

組
を

検
討

し
、

実
施

計
画

に
基

づ
き

推
進

を
行

う
。

審
議

会
よ

り
意

見
聴

取
し

、
ス

ム
ー

ズ
な

推
進

を
図

る
。

5
月

、
1
0
月

、
3
月

5
月

3
0
日

に
行

政
推

進
会

議
を

開
催

し
、

2
6
年

度
の

具
体

的
取

組
を

ま
と

め
、

そ
の

内
容

を
審

議
会

委
員

へ
通

知
し

、
町

H
P
で

公
表

し
た

。
1
0
月

に
各

所
属

所
を

通
じ

て
上

半
期

の
実

施
状

況
を

取
り

ま
と

め
、

そ
の

内
容

を
審

議
会

に
通

知
し

、
2
7
年

度
事

業
に

向
け

て
の

意
見

を
取

り
ま

と
め

た
。

審
議

会
員

か
ら

の
意

見
を

も
と

に
行

政
推

進
会

議
に

お
い

て
2
7
年

度
事

業
計

画
案

を
策

定
。

3
月

に
平

成
2
6
年

度
の

実
施

内
容

・
成

果
・

今
後

の
課

題
を

取
り

ま
と

め
、

公
表

。

定
期

的
に

事
業

進
捗

状
況

を
確

認
し

、
審

議
会

委
員

の
意

見
を

聴
取

す
る

こ
と

で
、

そ
の

時
点

で
の

課
題

整
理

や
今

後
の

事
業

実
施

に
向

け
て

検
討

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

審
議

会
委

員
へ

の
情

報
提

供
、

意
見

聴
取

の
機

会
が

少
な

か
っ

た
。

審
議

会
へ

の
情

報
提

供
や

意
見

聴
取

の
機

会
を

増
や

し
て

い
く

。

3
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

推
進

商
工

観
光

課
各

種
協

議
会

等
で

、
啓

発
講

演
を

開
催

。
各

所
配

布
物

の
商

工
会

へ
の

案
内

。
6月

　
3月

・
題

目
「

ﾜ
ｰ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾌ
･
ﾊ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ｽ
と

長
時

間
労

働
」

「
働

き
や

す
い

職
場

」
で

研
修

会
開

催
・

労
働

衛
生

週
間

の
案

内
を

労
務

改
善

協
議

会
よ

り
各

企
業

へ
案

内
・

町
内

企
業

の
意

識
啓

発
の

寄
与

し
た

・
意

識
啓

発
の

継
続

・
来

年
度

以
降

の
継

続

4
育

児
休

業
促

進
事

業
商
工

観
光

課
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

広
報

、
商

工
会

を
通

じ
て

の
町

内
企

業
へ

の
周

知
を

行
う

。
6月

　
3月

・
Ｈ
Ｐ
上
に
て
制
度
の
紹
介

・
6月

、
3月

に
実
施
し
た
町
内
企
業
研
修
会
に
て
制
度
パ
ン
フ
配
布

・
実

績
1
件

・
制

度
の

周
知

徹
底

・
来

年
度

以
降

の
継

続

1
第

3子
保

育
料

無
料

事
業

町
民

生
活

課

第
三

子
以

降
の

児
童

が
保

育
園

等
に

入
所

し
た

場
合

、
保

育
料

を
無

料
と

す
る

。
6
月

「
日
本
海
新
聞
　
う
さ
み
み
」
に
て
情
報
提
供

多
子

世
帯

の
負

担
軽

減
財

政
負

担
県

に
対

し
財

政
支

援
を

要
望

2
第

2子
保

育
料

半
額

事
業

町
民

生
活

課
広

報
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

周
知

を
行

う
。

4月 6月
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

周
知

「
日

本
海

新
聞

　
う

さ
み

み
」

に
て

情
報

提
供

多
子

世
帯

の
負

担
軽

減
財

政
負

担
県

に
対

し
財

政
支

援
を

要
望

3
保

育
士

研
修

等
事

業
町
民

生
活

課

保
育

園
・

こ
ど

も
園

に
各

園
で

の
開

催
、

町
主

催
の

研
修

会
の

参
加

と
り

ま
と

め
を

依
頼

通
年

【
保

育
推

進
研

修
】

園
内

研
修

：
各

保
育

園
こ

ど
も

園
に

講
師

派
遣

要
請

訪
問

：
各

保
育

園
こ

ど
も

園
に

講
師

派
遣

新
人

保
育

士
研

修
：

年
間

6
回

3
年

目
ま

で
の

保
育

士
を

対
象

臨
時

職
員

研
修

：
2
回

×
２

会
場

新
規

臨
時

職
員

研
修

：
１

回
園

長
・

園
長

補
佐

研
修

：
３

回
園

長
補

佐
研

修
：

２
回

幼
・

保
・

小
連

携
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
研

修
：

１
回

【
発

達
支

援
研

修
】

全
体

研
修

：
１

回
テ

ー
マ

別
研

修
：

１
０

回
園

内
事

例
研

修
：

各
保

育
園

こ
ど

も
園

に
講

師
派

遣
園

内
個

別
支

援
計

画
研

修
：

各
保

育
園

こ
ど

も
園

に
講

師
派

遣
わ

い
わ

い
ラ

ン
ド

研
修

：
わ

い
わ

い
ラ

ン
ド

で
保

育
士

研
修

感
覚

統
合

研
修

：
年

３
回

し
ら

と
り

こ
ど

も
園

保
育

園
職

員
全

体
で

研
修

す
る

こ
と

に
よ

り
、

目
標

や
理

念
等

共
通

理
解

が
で

き
、

保
育

の
室

の
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

ま
た

、
研

修
し

て
い

く
こ

と
で

、
チ

ー
ム

保
育

が
推

進
さ

れ
た

。
基

礎
知

識
の

確
認

行
い

、
日

々
の

保
育

い
か

す
こ

と
が

で
き

た
。

・
保

育
園

・
こ

ど
も

園
の

保
育

理
理

念
、

基
本

方
針

の
徹

底
の

推
進

。
・

公
立

保
育

園
・

こ
ど

も
園

職
員

体
制

の
変

化
に

対
応

が
必

要

研
修

計
画

立
案

の
推

進
新

任
園

長
在

籍
園

へ
の

支
援

4
休

日
保

育
事

業
町
民

生
活

課

利
用

者
の

利
便

性
を

高
め

る
た

め
、

H2
6年

度
よ

り
町

内
施

設
（

し
ら

と
り

こ
ど

も
園

）
に

て
運

用
開

始
し

、
町

報
・

HP
・

ポ
ス

タ
ー

等
で

PR
。

4
月

6
月

随
時

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
周

知
、

関
係

施
設

へ
の

説
明

、
ポ

ス
タ

ー
設

置
「

日
本

海
新

聞
　

う
さ

み
み

」
に

て
情

報
提

供
保

育
園

・
こ

ど
も

園
に

て
継

続
し

て
周

知
を

行
っ

た
。

休
日

に
就

労
を

理
由

と
し

て
保

育
が

で
き

な
い

親
の

支
援

を
行

っ
た

。
登

録
：

７
家

庭
、

９
児

童
利

用
：

８
日

開
所

、
延

べ
１

０
人

利
用

滋
養

実
績

が
少

な
い

こ
と

に
つ

い
て

は
、

休
日

（
日

曜
・

祝
日

）
に

就
労

の
た

め
に

保
育

が
困

難
な

状
況

が
少

な
い

こ
と

と
、

近
隣

の
親

族
等

の
支

援
が

受
け

ら
れ

る
体

制
で

あ
る

こ
と

と
分

析

就
労

を
理

由
と

し
た

支
援

に
つ

い
て

は
現

体
制

に
て

継
続

。
就

労
以

外
の

保
育

ニ
ー

ズ
に

つ
い

て
対

応
す

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
は

方
針

を
検

討
す

る
。

5
放

課
後

健
全

育
成

事
業

町
民

生
活

課

対
象

児
童

の
い

る
家

庭
へ

学
校

を
通

じ
て

案
内

を
送

付
。

7月 11
月

12
月

1月

船
上

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
受

入
児

童
数

を
2
0
人

か
ら

4
0
人

へ
拡

大
す

る
よ

う
関

係
機

関
と

協
議

し
た

。
旧

浦
安

保
育

園
を

改
修

し
た

多
世

代
交

流
施

設
に

浦
安

児
童

ク
ラ

ブ
を

移
転

条
例

改
正

に
よ

り
対

象
を

小
学

3
年

生
ま

で
の

児
童

か
ら

小
学

生
と

し
た

。
平

成
2
7
年

度
受

入
児

童
募

集

平
成

2
7
年

度
申

込
状

況
浦

安
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
 
５

４
人

聖
郷

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

 
３

８
人

八
橋

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

 
３

７
人

船
上

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

 
３

２
人

八
橋

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

に
つ

い
て

は
現

在
の

多
目

的
室

の
利

用
が

で
き

な
く

な
る

。
場

所
の

検
討

6
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

事
業

町
民

生
活

課

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
配

置
し

、
利

用
を

推
進

し
て

い
る

。
利

用
者

の
利

便
性

を
高

め
る

た
め

、
H2
6年

度
よ

り
セ

ン
タ

ー
を

本
庁

内
に

移
転

。
フ

ァ
ミ

サ
ポ

利
用

券
を

発
行

し
て

利
用

の
促

進
を

図
る

。

随
時

各
種

機
会

（
乳

児
健

診
、

乳
児

相
談

、
離

乳
食

講
習

会
、

保
育

園
・

こ
ど

も
園

の
参

観
日

・
ク

ラ
ス

会
活

動
、

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
訪

問
）

に
事

業
説

明
、

会
員

増
に

努
め

た
。

登
録

会
員

の
増

加
登

録
会

員
数

：
２

０
６

名
利

用
件

数
：

４
５

件

登
録

会
員

は
増

加
し

た
が

、
利

用
件

数
は

増
加

し
て

い
な

い
。

他
の

子
育

て
支

援
事

業
の

利
用

（
一

時
保

育
、

休
日

保
育

）
と

競
合

も
あ

る
。

ま
た

、
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

が
多

様
化

（
内

容
、

時
間

帯
）

し
て

利
用

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
提

供
会

員
を

増
加

さ
せ

る
た

め
に

も
引

き
続

き
啓

発
を

行
う

。

7
子

育
て

3世
代

同
居

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
助

成
事

業
町
民

生
活

課

広
報

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
周

知
を

行
う

。
4月 6月

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
周

知
「

日
本

海
新

聞
　

う
さ

み
み

」
に

て
情

報
提

供
実

績
０

件
（

相
談

４
件

）
家

庭
保

育
を

推
進

す
る

目
的

で
あ

る
が

、
家

庭
保

育
の

ニ
ー

ズ
が

な
く

申
請

が
な

か
っ

た
と

分
析

家
庭

保
育

で
は

な
く

定
住

促
進

に
向

け
た

目
的

へ
の

転
換

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。

8
フ

ッ
化

物
洗

口
健
康

対
策

課

今
年

度
か

ら
町

内
保

育
園

・
こ

ど
も

園
の

全
園

で
実

施
す

る
。

年
間

私
立
保
育
園
２
園
は
町
事
業
で
実
施
（
４
・
５
歳
児
ク
ラ
ス
）
。

公
立
保
育
園
・
こ
ど
も
園
７
園
は
県
の
モ
デ
ル
事
業
に
て
今
年
度
か
ら

実
施
（
４
・
５
歳
児
ク
ラ
ス
）
。

今
年

度
は

町
内

保
育

園
・

こ
ど

も
園

の
全

園
で

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
意

識
啓

発
の

継
続

継
続

実
施

に
向

け
て

、
正

し
い

知
識

の
普

及
・

啓
発

を
継

続
す

る

9
予

防
接

種
事

業
健
康

対
策

課

･ロ
タ

及
び

MR
（

麻
疹

・
風

疹
混

合
ワ

ク
チ

ン
)の

接
種

費
用

を
1／

2助
成

を
開

始
(償

還
払

い
)

･町
報

、
HP
等

で
PR

･ロ
タ

ワ
ク

チ
ン

助
成

は
毎

月
対

象
者

へ
、

MR
ワ

ク
チ

ン
助

成
は

婚
姻

届
受

付
時

に
窓

口
で

、
チ

ラ
シ

を
配

布
し

て
い

る
。

年
間

･
ロ

タ
ワ

ク
チ

ン
接

種
費

用
の

1
/
2
助

成
及

び
M
R
（

麻
疹

・
風

疹
混

合
)
ワ

ク
チ

ン
の

接
種

費
用

の
2
/
3
助

成
を

実
施

(
償

還
払

い
)

･
町

報
4
月

号
、

H
P
等

で
広

報
･
ロ

タ
ワ

ク
チ

ン
助

成
は

毎
月

対
象

者
へ

、
M
R
ワ

ク
チ

ン
助

成
は

婚
姻

届
受

付
時

に
窓

口
で

チ
ラ

シ
を

配
布

。

･
利

用
実

績
（

平
成

2
6
年

2
月

末
現

在
）

　
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
助

成
:
7
1
人

　
M
R
ワ

ク
チ

ン
助

成
:
7
人

・
町

内
小

児
科

よ
り

、
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
胃

腸
炎

重
症

化
で

来
院

・
搬

送
さ

れ
る

児
が

減
少

し
た

と
の

意
見

あ
り

。

・
助

成
利

用
者

数
の

拡
大

（
特

に
Ｍ

Ｒ
ワ

ク
チ

ン
助

成
）

・
事

業
を

継
続

し
て

実
施

・
啓

発
の

場
の

拡
大

、
接

種
の

メ
リ

ッ
ト

や
接

種
方

法
を

わ
か

り
や

す
く

説
明

す
る

。

事
業

名
一

覧
担

当
課

推
進

方
法

平
成

２
６

年
度

琴
浦

町
人

口
減

対
策

総
合

施
策

に
基

づ
く

各
課

事
業

の
進

捗
状

況
（

4
月

～
3
月

）

1 2

大
項

目
小

項
目
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H
2
6
進

捗
状

況
（

4
月

～
3
月

最
終

）

実
施
時
期

実
施
内
容

成
果

課
題

課
題

に
対

す
る

対
応

方
針

事
業

名
一

覧
担

当
課

推
進

方
法

大
項

目
小

項
目

10
未

熟
児

養
育

医
療

費
給

付
事

業
健
康

対
策

課

入
院

を
必

要
と

す
る

未
熟

児
に

対
し

、
必

要
な

医
療

の
給

付
を

行
う

。
事

業
内

容
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

周
知

。
随
時

入
院
を
必
要
と
す
る
未
熟
児
に
対
し
医
療
の
給
付
を
行
っ
た
。

給
付

実
績

（
平

成
2
7
年

2
月

末
時

点
）

1
人

申
請

制
度

の
周

知
継

続
し

て
周

知
を

行
う

11
子

ど
も

の
遊

び
場

調
査

事
業

企
画

情
報

課
－

11
月
～
1月

町
内
の
公
園
の
遊
具
点
検
業
務
を
委
託
し
、
危
険
遊
具
や
修
繕
が
必
要

な
遊
具
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。

現
時

点
に

お
け

る
公

園
遊

具
の

状
態

が
把

握
で

き
、

撤
去

お
よ

び
修

繕
が

必
要

な
遊

具
の

把
握

が
で

き
た

。

公
園

に
よ

っ
て

は
遊

具
が

ほ
と

ん
ど

遣
わ

れ
た

形
跡

が
な

い
こ

と
か

ら
、

遊
具

に
つ

い
て

町
の

方
針

が
必

要
で

あ
る

保
護

者
等

の
意

見
を

踏
ま

え
な

が
ら

遊
具

の
一

元
化

な
ど

の
検

討
を

行
う

。

12
進

学
奨

励
金

給
付

事
業

人
権

･同
和

教
育

課

･町
報

・
Ｈ

Ｐ
で

お
知

ら
せ

す
る

他
、

説
明

会
を

町
内

３
ヶ

所
で

開
催

す
る

。
ま

た
、

申
請

書
等

を
琴

浦
町

在
住

の
生

徒
に

対
し

て
配

布
し

て
も

ら
う

よ
う

高
校

に
依

頼
す

る
な

ど
し

て
制

度
の

周
知

を
図

る
。

・
今

年
度

か
ら

振
込

み
に

よ
る

給
付

も
選

択
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
受

給
者

の
利

便
を

図
る

。

６
月
～
７
月
募
集

（
※
募
集
期
間
を
過

ぎ
て
も
申
請
可
能
だ

が
給
付
額
が
減
額
さ

れ
る
。
）

８
月
、
１
０
月
、
１

月 （
年
３
回
給
付
）

・
５
月
に
説
明
会
を
３
回
実
施
す
る
。

・
６
月
２
日
か
ら
７
月
４
日
ま
で
申
請
受
付
。

・
高
校
生
１
１
７
名
、
大
学
１
７
名
、
専
修
学
校
１
０
名
に
交
付
決

定
。

・
町
報
（
１
０
月
号
）
で
追
加
申
請
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
。

・
追
加
申
請
者
３
名
（
高
校
生
）
あ
り
。

・
最
終
給
付
者
は
、
高
校
生
１
２
０
名
、
大
学
生
１
７
名
、
専
修
学
校

生
１
０

　
名
、
合
計
１
４
４
名
。

・
１
１
月
に
中
学
校
で
３
年
生
保
護
者
に
制
度
の
説
明
を
行
う
。
（
来

年
度
に
向

　
け
て
）

進
学
奨
励
金
を
給
付
し
、

修
学

の
援

助
及

び
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た
。

周
知

に
努

め
た

結
果

、
申

請
者

は
増

加
傾

向
に

あ
る

。
し

か
し

、
な

お
期

限
後

に
申

請
さ

れ
る

方
が

い
る

。
制

度
の

有
効

利
用

の
た

め
に

も
、

申
請

忘
れ

ゼ
ロ

を
目

指
す

。

継
続

し
て

周
知

に
努

め
る

。

13
就

職
促

進
奨

励
金

の
給

付
人

権
･同

和
教

育
課

・
町

報
・

Ｈ
Ｐ

で
お

知
ら

せ
す

る
他

、
文

化
セ

ン
タ

ー
、

福
祉

課
と

連
携

し
て

対
象

者
に

制
度

の
お

知
ら

せ
を

す
る

。
・

今
年

度
か

ら
振

込
み

に
よ

る
支

給
に

す
る

こ
と

に
よ

り
、

就
業

者
の

利
便

を
図

る
。

４
月
　
募
集

５
月
　
支
給

・
４
月
　
申
請
受
付

・
５
月
　
４
名
交
付
決
定
　
５
月
２
６
日
に
支
給

就
職
促
進
奨
励
金
の
支
給

に
よ

り
新

規
就

労
者
の
支
援
を
行
う
こ
と
が

で
き

た
。

制
度

の
周

知
徹

底
文

化
セ

ン
タ

ー
、

福
祉

課
と

連
携

し
、

継
続

し
て

周
知

に
努

め
る

。

農
業

委
員

会

町
内

独
身

農
業

後
継

者
等

の
結

婚
活

動
を

支
援

す
る

。
実

行
委

員
会

で
立

案
。

10
月
19

日

男
性
２
０
人
、
女
性
８
人
で
実
施

9:
00

開
会
　
お
見
合
い
〔
東
伯
イ
ン
〕
⇒
宍
道
湖
遊
覧
⇒
八
重
垣
神
社

⇒
ミ
ニ
ト
マ
ト
収
穫
体
験
⇒
鳴
り
石
の
浜
⇒
東
伯
イ
ン
⇒
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
⇒
告
白
タ
イ
ム
⇒
閉
会
20

:3
0

女
性

が
少

な
く

て
難

し
い

面
も

あ
っ

た
が

、
カ

ッ
プ

ル
が

８
組

で
き

た
。

事
前

研
修

等
の

効
果

が
あ

っ
た

と
思

う
。

女
性

の
参

加
、

周
知

の
仕

方
を

研
究

す
る

必
要

が
あ

る
。

旅
行

業
法

に
抵

触
し

な
い

よ
う

な
方

法
を

検
討

す
る

。

日
本

海
新

聞
「

う
さ

み
み

」
で

紹
介

し
て

も
ら

い
た

い
。

町
の

マ
イ

ク
ロ

バ
ス

で
実

施
。

企
画

情
報

課

町
内

在
住

独
身

者
を

対
象

と
し

た
男

女
の

出
会

い
の

場
を

提
供

す
る

活
動

を
支

援
す

る
‐

応
募
団
体
な
し

応
募

が
期

待
で

き
な

い
。

県
等

の
事

業
で

行
う

。

2
縁

結
び

事
業

企
画

情
報

課

独
身

男
女

に
知

り
合

う
き

っ
か

け
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し

て
い

た
だ

け
る

方
を

募
集

す
る

ｺｰ
ﾃﾞ

ｨﾈ
ｰﾀ

ｰ　
６
名

連
絡
会
　
３
回

婚
活
イ
ベ
ン
ト
２
回

相
談
会
　
１
回

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
持

っ
て

い
る

情
報

を
交

換
で

き
る

。
活

動
が

限
ら

れ
る

個
別

の
活

動
情

報
の

提
供

3
第

3子
以

降
出

産
祝

い
金

事
業

町
民

生
活

課

広
報

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
周

知
を

行
う

。
出

生
届

時
に

制
度

の
周

知
を

行
う

。
随
時

琴
浦
町
に
１
年
以
上
を
有
し
、
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
場
合
、
第
３
子

以
降
の
出
産
に
対
し
１
０
万
円
を
支
給
。
第
４
子
以
降
は
１
子
に
つ
き

５
万
円
を
加
算
。

多
子

世
帯

の
負

担
軽

減
を

行
っ

た
。

申
請

件
数

2
9
件

（
第

3
子

：
2
0
件

、
第

4
子

：
4
件

、
第

6
子

：
3

件
）

事
業

の
効

果
の

検
証

継
続

実
施

し
、

事
業

実
施

と
出

産
件

数
の

関
係

を
分

析
す

る
。

4
母

子
保

健
事

業
健
康

対
策

課

今
年

度
か

ら
特

定
不

妊
治

療
費

助
成

金
交

付
事

業
の

助
成

回
数

・
金

額
を

変
更

し
、

事
業

内
容

を
充

実
。

町
報

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
周

知
。

随
時

・
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
事
業
を
実
施
。
町
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
周
知
。

・
成
人
式
で
、
妊
娠
出
産
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
。

利
用

実
績

（
Ｈ

2
7
.
2
月

末
現

在
）

実
人

数
5
人

、
延

べ
6
件

申
請

事
業

内
容

の
周

知
今

後
も

Ｈ
Ｐ

等
で

広
報

し
て

い
く

。

1
モ

ジ
ュ

ー
ル

学
習

推
進

事
業

教
育

総
務

課

モ
ジ

ュ
ー

ル
学

習
”

脳
活

”
を

活
用

し
た

特
色

あ
る

教
育

活
動

を
展

開
す

る
。

年
間
を
通
じ
て
実
践

活
動
（
１
月
２
９
日

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
）

東
伯
校
区
を
研
究
モ
デ
ル
と
し
て
取
組
み
、
み
ど
り
保
育
園
、
八
橋
小

学
校
、
東
伯
中
学
校
で
実
践
発
表
を
行
っ
た
。
IC

T研
修
を
取
り
入
れ
、

今
後
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

子
ど

も
達

の
集

中
力

、
発

表
力

向
上

に
役

立
っ

て
い

る
。

成
長

の
糧

と
し

て
い

き
た

い
。

保
護

者
へ

の
意

識
啓

発
に

取
組

み
、

学
校

と
家

庭
が

一
体

と
な

っ
た

取
り

組
み

を
展

開
し

て
い

く
。

琴
浦

教
育

の
一

環
と

し
て

広
報

啓
発

、
保

護
者

へ
の

関
わ

り
機

会
の

設
定

を
し

て
い

く
。

2
こ

と
う

ら
子

ど
も

パ
ー

ク
事

業
社
会

教
育

課
運

営
委

員
会

に
よ

り
、

体
験

教
室

の
企

画
・

運
営

を
行

う
。

年
間

体
験
、
も
の
づ
く
り
教
室
を
実
行
委
員
会
主
体
で
年
間
を
通
し
て
19

回
行
っ
た
。

教
室

に
参

加
し

た
子

ど
も

同
士

、
親

同
士

、
講

師
の

方
、

ア
シ

ス
タ

ン
ト

な
ど

、
地

域
間

の
交

流
場

と
な

っ
た

。
将

来
的

な
形

の
検

討
関

係
者

で
協

議
し

て
い

く
。

3
家

庭
教

育
支

援
推

進
事

業
社
会

教
育

課

PT
A・

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

、
子

育
て

に
関

す
る

研
修

会
を

開
催

し
、

家
庭

教
育

の
充

実
を

図
る

。
年
間

小
中
学
校
及
び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
乳
幼
児
・
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
を
対
象
に
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
研
修
会
を
行
っ
た
。

小
中

学
校

・
支

援
セ

ン
タ

ー
で

１
１

回
実

施
。

研
修

参
加

者
以

外
へ

の
啓

発
の

あ
り

方
P
T
A
等

共
に

届
け

る
研

修
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

4
図

書
館

活
動

の
充

実
社
会

教
育

課

図
書

館
サ

ー
ビ

ス
の

試
行

を
行

い
、

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

。
試
行
①
７
～
１
０
月

試
行
②
１
１
～
３
月

夜
間
開
館
の
短
縮
に
よ
り
、
通
常
時
間
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
充
実
し
て

い
く
。
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
。
利
用
者
の
意

見
箱
を
設
置
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
持
込
を
許
可
す
る
。

新
た

な
出

前
お

は
な

し
会

が
で

き
た

。
閉

館
後

の
本

の
受

け
渡

し
サ

ー
ビ

ス
の

実
施

。
図

書
館

利
用

者
を

増
や

す
。

利
用

者
の

要
望

を
取

り
入

れ
る

。
情

報
提

供
と

図
書

館
か

ら
出

向
く

活
動

を
し

て
い

く
。

。

1
定

期
借

地
権

設
定

事
業

総
　

務
　

課

広
報

紙
・

チ
ラ

シ
等

で
広

報
し

て
い

る
。

再
区

画
整

理
を

行
い

、
現

在
の

需
要

に
近

い
区

画
と

し
て

求
め

や
す

く
し

た
。

随
時

公
社
と
共
同
で
チ
ラ
シ
作
成
、
町
報
で
の
PR

を
実
施

現
在
 定

期
借
地
権
設
定
件
数
38

件
内
訳
）
  

槻
下
　
　
　
5件

　
う
ち
本
年
度
3件

  
  

  
  

き
ら
り
　
33

件
　
う
ち
本
年
度
9件

・
定

住
奨

励
金

制
度

の
延

長
を

行
な

っ
た

。
・

制
度

の
Ｐ

Ｒ
に

努
め

た
。

・
情

報
発

信
・

制
度

の
P
R
を

県
住

宅
供

給
公

社
と

連
携

し
行

う
。

2
き

ら
り

タ
ウ

ン
定

住
促

進
事

業
商
工

観
光

課

分
譲

チ
ラ

シ
を

活
用

し
Ｐ

Ｒ
に

努
め

る
。

定
住

奨
励

金
制

度
の

継
続

を
図

る
。

随
時

各
種
機
会
に
チ
ラ
シ
配
布
、
送
付
を
行
い
情
報
発
信
に
努
め
た
。

・
定
住
奨
励
金
制
度
の
延

長
を

行
な

っ
た

。
・
分
譲
地
の
Ｐ
Ｒ
と
定
住

促
進

に
努

め
た

。
・

情
報

発
信

・
継

続
し

た
情

報
発

信

1
婚

活
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

支
援

2 3 4 5
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H
2
6
進

捗
状

況
（

4
月

～
3
月

最
終

）

実
施
時
期

実
施
内
容

成
果

課
題

課
題

に
対

す
る

対
応

方
針

事
業

名
一

覧
担

当
課

推
進

方
法

大
項

目
小

項
目

3
移

住
定

住
促

進
事

業
商
工

観
光

課

移
住

定
住

BI
G相

談
会

等
へ

参
加

し
、

町
の

魅
力

を
PR
す

る
こ

と
で

移
住

定
住

へ
の

関
心

を
高

め
る

。
移

住
先

と
な

る
空

き
家

情
報

登
録

件
数

の
推

進
に

努
め

る
。

随
時

移
住

定
住

に
係

る
支

援
団

体
と

連
携

し
「空

き
家

情
報

登
録

」加
速

化
に

努
め

、
「空

き
家

利
用

希
望

者
」へ

情
報

発
信

に
努

め
る

。
・移

住
定

住
相

談
会

実
施

　
（７

月
・９

月
 相

談
総

数
33

件
）

・コ
ト

ウ
ラ

暮
ら

し
体

験
ツ

ア
ー

企
画

・募
集

（９
月

）

・
移

住
定

住
相

談
会

に
よ

り
情

報
発

信
・

空
き

家
情

報
登

録
の

推
進

・
空

き
家

情
報

登
録

の
啓

発

4
コ

ト
ウ

ラ
暮

ら
し

お
試

し
滞

在
住

宅
事

業
商
工

観
光

課

移
住

定
住

希
望

者
へ

お
試

し
住

宅
の

Ｐ
Ｒ

に
努

め
る

。
随

時
・
移
住
定
住
相
談
会
（
大
阪
・
東
京
）
の
来
場
者
へ
、
町
の
魅
力
や
取

組
み
を
紹
介
す
る
こ
と
で
「
お
試
し
住
宅
」
の
利
用
促
進
を
図
っ
た
。

・
利
用
世
帯
 5

世
帯
 1

4人
「

コ
ト

ウ
ラ

暮
ら

し
」

お
試

し
住

宅
魅

力
の

情
報

発
信

に
努

め
移

住
定

住
・

移
住

定
住

の
推

進
空

き
家

情
報

登
録

件
数

の
推

進

5
固

定
資

産
税

の
減

免
制

度
の

新
設

税
　

務
　

課

・
減
免
措
置
要
綱
を
制
定
し
、
平
成
２
７
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
す

る
。

　
①
現
行
措
置
に
１
／
２
減
額
を
追
加
し
、
全
額
減
額
。

  
②
転
入
者
が
中
古
住
宅
を
取
得
し
た
場
合
に
も
適
用
。

減
免

措
置

設
置

要
綱

を
制

定
し

、
２

７
年

度
か

ら
適

用
す

る
。

1
企

業
誘

致
推

進
事

業
商
工

観
光

課

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
県

商
工

労
働

部
と

の
連

携
し

周
知

に
努

め
る

。

随
時

・
企
業
誘
致
推
進
会
議
に
よ
る
関
係
機
関
の
連
携

・
候
補
地
の
選
定

・
簡
易
版
及
び
正
規
版
バ
ン
フ
の
完
成

・
企

業
誘

致
実

施
へ

の
準

備
の

整
備

・
企

業
誘

致
の

実
施

・
企

業
誘

致
推

進
会

議
に

よ
る

関
係

機
関

の
さ

ら
な

る
連

携
・

全
国

規
模

の
企

業
誘

致
展

示
会

へ
の

参
加

商
工

観
光

課

商
工

会
と

の
情

報
交

換
を

随
時

行
い

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
る

。
11
月

・
新
成
人
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
地
元
就
職
の
意
識
調
査
を
行
っ

た
。

・
新

成
人

の
地

元
就

職
の

意
識

調
査

結
果

を
得

た
・

仕
事

を
切

り
口

と
し

た
Ｕ

タ
ー

ン

・
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
へ

の
広

報
の

配
布

等
・

来
年

度
以

降
の

継
続

企
画

情
報

課

3
大

学
を

活
用

し
た

就
職

支
援

企
画

情
報

課

大
学

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
事

業
を

活
用

し
、

学
生

と
町

内
企

業
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

る

8月
～
9月

大
学
等
で
組
織
さ
れ
る
「
地
域
協
同
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
町
内

企
業
が
参
加
さ
れ
、
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
た
。

・
井
木
組
　
　
　
鳥
短
生
　
1名

・
旭
東
電
気
　
鳥
大
生
　
1名

・
大
山
乳
業
　
鳥
大
生
　
3名

、
環
境
大
生
　
1名

・
東
伯
ミ
ー
ト
　
鳥
大
生
　
1名

・
井
木
組
　
　
　
鳥
大
生

を
1
名

採
用

予
定

・
旭
東
電
気
　
　
大
学
生

の
採

用
を

今
後

検
討 ・
大
山
乳
業
　
　
県
外
大

学
生

を
1
名

採
用

予
定 ・
東
伯
ミ
ー
ト
　
　
来
年

度
も

採
用

募
集

を
行
う

依
然

と
し

て
大

学
生

は
知

名
度

の
あ

る
大

手
企

業
へ

の
就

職
希

望
が

強
い

。
地

元
企

業
を

知
っ

て
い

た
だ

く
た

め
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
強

化
す

る
必

要
が

あ
る

。

鳥
取

大
学

で
は

、
地

元
企

業
と

大
学

を
繋

げ
、

県
内

就
職

を
推

進
す

る
た

め
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
Ｈ

２
７

か
ら

設
置

予
定

4
雇

用
促

進
奨

励
助

成
金

給
付

事
業

商
工

観
光

課

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
広

報
、

商
工

会
を

通
じ

て
の

町
内

企
業

へ
の

周
知

を
行

う
。

随
時

・
実
績
22

名
（
3/

3時
点
）

・
新
規
利
用
企
業
2社

・
地

元
就

職
者

支
援

・
既

存
企

業
の

財
政

強
化

・
制

度
の

周
知

徹
底

・
広

域
連

携
・

来
年

度
以

降
の

継
続

・
県

中
部

圏
域

連
携

7
1

農
業

後
継

者
育

成
対

策
事

業
農
林

水
産

課

地
元

農
業

委
員

会
委

員
を

通
じ

対
象

者
を

把
握

し
、

推
薦

を
受

け
結

婚
祝

い
金

を
贈

る
。

12
月

結
婚
祝
い
金
（
10

万
円
）
の
支
給
（
前
田
氏
）

・
実
績
2
件

・
対

象
者

の
把

握
・

制
度

の
周

知
・

農
業

委
員

会
と

の
連

携
・

来
年

度
以

降
の

継
続

1
中

山
間

地
域

振
興

対
策

事
業

企
画

情
報

課

中
山

間
地

域
の

活
性

化
を

各
地

域
で

検
討

す
る

随
時

・
ポ
プ
ラ
、
赤
碕
漁
協
に
対
し
て
移
動
販
売
車
運
営
補
助
金
交
付

・
古
布
庄
地
域
振
興
協
議
会
、
あ
す
の
以
西
を
創
る
会
に
対
し
て
支
援

し
て
い
る
。

・
高

齢
者

等
の

買
い

物
支

援
・

地
域

の
活

性
化

・
県

事
業

終
了

後
の

支
援

・
協

議
会

へ
の

参
加

者
が

少
な

い
・

町
単

独
運

営
費

の
支

援
・

協
議

会
と

の
係

り
の

検
討

2
地

域
お

こ
し

協
力

隊
員

設
置

事
業

企
画

情
報

課
再

度
募

集
す

る
10
月
１
日
～

地
域
づ
く
り
活
動
団
体
の
支
援
を
し
て
い
る
。

・
団

体
の

活
性

化
の

た
め

の
支

援
を

し
て

い
る

。
・

支
援

方
法

・
支

援
内

容
の

検
討

9
1

琴
浦

町
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

Ｐ
Ｒ

事
業

企
画

情
報

課

琴
浦

町
人

口
減

対
策

の
諸

制
度

を
広

く
町

内
外

に
情

報
発

信
す

る
。

情
報

媒
体

・
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
広

報
誌

・
日

本
海

新
聞

生
活

タ
ウ

ン
情

報
誌

「
う

さ
ぎ

の
耳

」

・
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
、
ロ
ゴ
作
成
（
4

月
）

・
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
4月

～
）

・
町
報
掲
載
（
5月

号
ほ
か
）

・
う
さ
ぎ
の
耳
の
連

載
（
6/

26
、
7/

24
、

8/
28

、
9/

25
）

・
週
刊
大
阪
日
日
新

聞
の
掲
載
（
1/

17
）

・
懸
垂
幕
作
成
（
5

月
）

・
の
ぼ
り
旗
（
3月

）

・
人
口
減
対
策
の
ロ
ゴ
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
（
コ
ト
ウ
ラ
イ
フ
）
を
作

成
し
、
町
HP

に
コ
ト
ウ
ラ
イ
フ
専
用
サ
イ
ト
を
設
け
情
報
発
信
を
し

た
。

・
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
コ
ト
ウ
ラ
イ
フ
の
サ
イ
ト
を
設
置
し
、
情
報

発
信
し
た
。

・
町
報
（
５
月
号
）
に
コ
ト
ウ
ラ
イ
フ
の
特
集
と
し
て
概
要
を
紹
介
し

た
。

・
町
報
に
人
口
減
対
策
関
連
の
記
事
を
「
コ
ト
ウ
ラ
イ
フ
」
と
し
て
掲

載
し
、
町
の
取
組
を
紹
介
し
た
。

・
町
外
を
含
め
た
広
範
囲
へ
の
PR

と
し
て
、
情
報
誌
「
う
さ
ぎ
の
耳
」

へ
人
口
減
対
策
等
の
特
集
を
連
載
し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

・
関
西
圏
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
週
刊
大
阪
日
日
新
聞
に
町
の
移
住
定
住

施
策
を
掲
載
し
た
。

・
本
庁
舎
掲
示
用
の
懸
垂
幕
作
成
し
、
広
報
し
た
。

・
Ｐ
Ｒ
用
の
の
ぼ
り
旗
を
作
成
し
た
。

Ｐ
Ｒ
事
業
に
よ
り
、
町
の

取
組

み
を

関
西

圏
も
含
め
た
町
内
外
に
広
く

周
知

す
る

こ
と

が
で
き
た
。
日
本
海
新
聞
へ

は
、

町
の

取
組

み
が
良
く
わ
か
っ
た
。
他
町

の
情

報
も

掲
載

し
て
欲
し
い
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ

た
。

Ｐ
Ｒ

す
る

こ
と

は
で

き
た

が
、

各
種

施
策

へ
成

果
を

も
た

ら
す

、
大

き
な

反
響

を
得

ら
れ

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

。

他
自

治
体

よ
り

優
位

性
の

あ
る

施
策

や
町

の
特

徴
を

、
効

果
的

に
Ｐ

Ｒ
す

る
必

要
が

あ
る

。

8

2
町

内
求

人
支

援

5 6
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